
 

 

 

 

 

[開催日時] 令和 7年 3月 27 日（木） 10 時～ 

[開催場所] 筑紫野市商工会 2 階研修室 

 

 

◆開会、委員紹介 

事務局 指導員の司会により開会し、委員紹介と資料説明がなされる 

 

◆商工会長あいさつ 

会長から挨拶がなされる 

 

◆議題 

 

①令和 6年度事業報告 

指導員が令和 6年度事業について資料をもとに報告 

【以下、要旨のみ記載】 

 ・参考資料ポイント 令和 1年 5月に小規模支援法が一部改正され商工会と市が共同 

作成するスキームとなった(当会 R6年 3月末承認分もその流れに依っている） 

  ・商工会の経営支援は“答えのないコンサルティング型”支援が増加している 

  ・H26 年がエポックメイキングで小規模基本法制定、支援法が改正され「経営発達支援」 

や「持続化補助金」が創設、商工会の支援の幅は年々拡大の一途だが職員数は減少 

 ・「地域経済動向調査」は未実施（実務支援の際にそう必要としない） 

 ・「需要動向調査」は紫プロ(つくしちゃんカフェ）出展商品に絞り込み実施し、A社は 

実際に商品改良(羊羹 1本を個数売りへ)に繋がりそう 

 ・「経営状況分析」セミナーは未実施、個社経営分析は税務相談会員 13者行い、以外で 

も事業計画策定支援数の中に当然入っている 

 ・「事業計画策定支援」DX セミナーの「インスタグラム集客セミナー」は参加者が 40者 

  と多く無料で手軽な販促ツールとの認識がある 

 ・「創業塾」はオンデマンド開催でエントリー89者、完了 38 者、終了証発行が 17 者 

 ・「事業計画」は 20者に対し 28者、「創業計画」は 20 者に対し 19者ときっちり実績が 

残せた。「事業承継」は 1者に終わった 

  ・「実施支援フォローアップ」では利益率 3％以上増加が 5者に対し 6者となったが、 
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  管理精度を上げればまだいると思われる 

 ・支援事例の紹介 B社「経営計画(補助金申請）から販路開拓まで」、C社「経営計画 

(事業承継)から販路開拓まで」 担当指導員が支援の流れやポイントを説明 

 

 

②意見、情報交換 

委員より下記の意見等がなされた【以下、要旨のみ記載】 

 

委員長 

目標数値との差が少しでも縮められるよう努力してほしい 

 

委員 A 

日々の経営支援の取り組みを知ることができて有意義だった 

創業塾について 7年度はオンデマンド形式で行わないという話を聞き及んでいるが 

 

事務局 

決まっていない オフライン回帰の流れや創業者間の繋がり創出等も視野に検討したい 

 

委員 B 

昨今は相談内容も難しく成果がすぐに出にくい状況 筑紫野市は地域振興事業が多く多忙

を極める中で 1 者 1 者に対しての支援の深度や手厚さは敬服する 支援の深さは残しつつ

目標値をクリアできるよう頑張っていただきたい 当方も微力ながら協力したい 

 

 

以上、議了   


